
環境省環境研究総合推進費【3K163003】
イノシシ、ニホンジカ等の適正かつ効率的な捕獲個体の処理および完全活⽤システムの開発

３ ⽔ 13：00〜16：30

⽊材会館 ⼤ホール
東京都江東区新⽊場1-18-8

2019年

完全活⽤コンソーシアム成果報告シンポジウム

６⽉ ⽇⽇時

場所

捕獲個体の完全活⽤コンソーシアム
（代表：⻑崎県農林技術開発センター）

主催

(事前申込制)
参加無料

定員
150名

※プログラムは予告なく変更になる場合があります。

 野⽣動物の保護管理の現状 環境省

 推進費による環境研究の現状と⽀援 環境再⽣保全機構

 完全活⽤研究の成果報告 ⻑崎県 平⽥滋樹 宮原治郎

 イノシシ捕獲個体利⽤の安全性 宇都宮⼤学 ⼩寺祐⼆

 捕獲個体の適切な埋設⽅法 森林総合研究所 古澤仁美

 捕獲個体の最終処分⽅法の新技術 国⽴環境研究所

受付：12：30〜

⽇本の と
を考える

お問合せ
長崎県 農林技術開発センター

捕獲個体の完全活用コンソーシアム代表

申込フォームTEL：0957-26-4328

申込方法は裏面をご覧ください

 ⿃獣被害対策とジビエ利⽤の現状 農林⽔産省

 森林での野⽣動物管理の変遷 森林総合研究所 ⼩泉透

 捕獲の担い⼿としての役割と変化 ⼤⽇本猟友会 浅野能昭
獣害対策やイノシシ、シカの
処理、活⽤についてお気軽に

ご相談頂けます！

〜地域振興につなげる野⽣動物管理のあり⽅〜
コーディネーター 兵庫県⽴⼤学 ⼭端直⼈

第１部 増えすぎたイノシシで⿂が育つ？〜捕獲個体の活⽤の可能性〜

第２部 野⽣動物管理の現場から

パネルディスカッション

獣害・処理活⽤
よろず相談コーナー

対策⽀援技術の展⽰

参加対象者
どなたでもご参加いただ
けます。（⾏政・⾃治体
職員、農業団体、学⽣、
⺠間企業、等）



申込⽅法

①⽒名、②所属、③連絡先（TEL・E‐mail）③参加⼈数を
記⼊の上、E‐mail、FAX、または申込フォームで送信して
ください。
※定員に達し次第、受付を終了いたします。

フリガナ

⽒名

所属

TEL FAX

E‐mail

参加⼈数

通信欄

（同⾏する⼈の⽒名 等）

〜⽇本の野⽣動物管理と地域振興を考える〜
完全活⽤コンソーシアム成果報告シンポジウム

（平成31年3⽉6⽇開催）

FAX：０７９−４２８−２４２７

3/6完全活⽤コンソーシアム成果報告シンポジウム
申込書

株式会社⼀成 環境事業部
担当：迫⽥・⼩林
TEL：079-428-0682 FAX：079-428-2427
E-mail：kanzenkat0306@gmail.com

シンポジウム受付（コンソーシアム参加企業）

申込フォーム

https://ws.formzu.net
/fgen/S46845246/ゼロサンゼロロク


